
し
ん
じ

こ

○
宍
道
湖

い
ち
め
い

お
う
の
う
み

ま
た
へ
き
う
ん
こ

い

お

う

し
ま
ね

あ
い
か

た
て
ぬ
い

い
ず
も

ご
ぐ
ん

も
つ

こ

つ
つ

な
が

ご

り

は
ば
い
ち
り
あ
ま
り

一
名
ヲ
意
宇
湖
、
又
碧
雲
湖
ト
曰
フ
。
意
宇
、
島
根
、
秋
鹿
、
楯
縫
、
出
雲
ノ
五
郡
ヲ
以
テ
、
之
レ
ヲ
包
メ
リ
。
長
サ
五
里
、
幅
一
里
餘
、

し
ゆ
う
か
い

じ
ゆ
う
い
ち
り

く
だ

ず

う
ち

い
つ
し
よ

よ
あ
め
し
ま

よ
め
が
し
ま

い

う

ろ
う
し
よ
う
す
う
か
ん

し
ん
じ
よ

び
ょ
う

た

に
し

そ
ば
だ

い
つ
ぽ
う

周
回
ハ
十
一
里
ニ
下
ラ
ス
。
中
ニ
ア
ル
一
嶼
ヲ
夜
雨
島
（
嫁
島
）
ト
曰
フ
。
老
松
数
幹
ア
リ
テ
、
神
女
ノ
廟
ヲ
建
ツ
。
西
ニ
屹
ツ
一
峯

い
わ
み

さ
ひ
め
や
ま

ひ
が
し

そ
び

い
ち
が
く

ほ
う
き

か
く
ば
ん
ざ
ん

こ
う
こ
く
じ
ゅ
う
に
け
い

そ
の
い
つ

せ
い
し
ょ
う

し

し
い
じ

わ
か

ず

あ
し
た

ヲ
石
見
ノ
小
媛
山
ト
シ
、
東
ニ
聳
ユ
ル
一
嶽
ヲ
伯
耆
ノ
角
盤
山
ト
ス
。
皇
国
十
二
景
ノ
其
一
ニ
シ
テ
、
済
勝
ノ
士
ハ
四
時
ヲ
別
タ
ス
、
朝

ふ
ね

う
か
べ

く
れ

さ
お

と
ど

ニ
シ
テ
舟
ヲ
泛
ヘ
、
暮
ニ
シ
テ
棹
ヲ
停
ム
。

【
訳
】
別
名
を
意
宇
湖
、
ま
た
碧
雲
湖
と
い
う
。
意
宇
、
島
根
、
秋
鹿
、
楯
縫
、
出
雲
の
五
つ
の
郡
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
長
さ
五
里
（
一
九
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
幅
一
里
（
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
あ
ま
り
、
ま
わ
り
は
十
一
里
（
四
三
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
。
湖
の

中
に
あ
る
一
つ
の
島
を「
よ
あ
め
し
ま
」（
嫁
が
島
）と
い
う
。
島
の
上
に
は
、
年
を
経
た
松
が
数
本
植
わ
っ
て
い
て
、
神
女
を
祭
る
社
が
建
っ

て
い
る
。
湖
の
西
の
方
に
ひ
と
り
そ
び
え
立
っ
て
い
る
峯
は
石
見
の
さ
ひ
め
山
（
三
瓶
山
）
で
あ
り
、
東
の
方
に
つ
き
で
て
い
る
岳
が
角
盤

山
（
大
山
）
で
あ
る
。
皇
国
十
二
景
の
一
つ
で
、
名
所
観
光
が
好
き
な
人
々
は
、
春
夏
秋
冬
一
年
中
、
朝
に
は
舟
を
浮
か
べ
て
楽
し
み
、
暮

れ
に
は
棹
を
停
め
て
夕
べ
の
景
色
を
味
わ
う
。

【
注
】
宍
道
湖
―
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
載
っ
て
い
る
、
湖
南
岸
の
「
宍
道
（
郷
）」
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
名
に
は
違
い
な
い
が
、
い

つ
頃
か
ら
定
着
し
た
か
は
不
明
。『
雲
陽
誌
』（
元
禄
頃
）・
意
宇
郡
・
宍
道
・
湖「
竪
六
里
、
横
三
里
の
大
湖
な
り
。
是
を
宍
道
湖
と
い
ふ
」。

江
戸
時
代
の
古
地
図
に
宍
道
湖
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

意
宇
湖
―
意
宇
（
郡
）
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
以
前
か
ら
使

わ
れ
て
い
た
古
名
。『
風
土
記
』
で
は
宍
道
湖
、
中
海
を
あ
わ
せ
て
入
り
海
と
呼
ん
で
い
る
。『
万
葉
集
』
で
は
、
意
宇
郷
に
ち
な
ん
で
、「
お

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）

要

木

純

一

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）

一
三



う
の
う
み
」
と
呼
ぶ
。
出
雲
守
門
部
王
「
飫
（
お
う
）
の
海
の
河
原
の
乳
鳥
汝
が
鳴
け
ば
吾
が
佐
保
河
の
念
ほ
ゆ
ら
く
に
」。「
飫
宇
（
お
う
）

の
海
の
塩
干
の
か
た
の
片
念
ひ
に
思
ひ
や
ゆ
か
む
道
の
永
手
を
」。
こ
れ
ら
の
歌
で
は
、
今
の
中
海
を
指
す
ら
し
い
が
、
宍
道
湖
も
合
わ
せ

て
「
意
宇
の
湖
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

碧
雲
湖
―
江
戸
時
代
の
漢
詩
人
、
菅
茶
山
が
つ
け
た
と
い
わ
れ
る
、
宍
道
湖
の
雅
名
。

「
宍
」
が
、「
肉
」
の
異
体
字
で
あ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
の
だ
ろ
う
。

意
宇
―
以
下
の
五
郡
は
、
風
土
記
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
用
い
ら

れ
た
も
の
。
意
宇
郡
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
松
江
市
（
現
在
の
橋
南
地
域
）
が
分
立
し
た
後
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

島
根
郡
、
秋
鹿
郡
と
合
併
し
て
八
束
郡
に
。
現
松
江
市
南
部
、
安
来
市
等
。『
島
根
県
百
科
事
典
』
等
参
考
。

島
根
―
島
根
郡
は
明
治
二

十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
松
江
市
（
現
在
の
橋
北
地
域
）
が
分
立
し
た
後
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
意
宇
郡
、
秋
鹿
郡
と
合
併
し
て

八
束
郡
に
。
現
松
江
市
北
東
部
。

秋
鹿
―
古
く
は
「
あ
き
か
」
と
も
読
ま
れ
た
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
意
宇
郡
、
島
根
郡
と

合
併
し
て
八
束
郡
に
。
現
松
江
市
北
西
部
。
一
部
出
雲
市
。

楯
縫
―
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
神
門
郡
、
出
雲
郡
と
合
併
し
て
簸

川
郡
に
。
現
出
雲
市
平
田
町
周
辺
。

出
雲
―
出
雲
郡
は
風
土
記
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
七
世
紀
に
も
存
在
し
た
ら
し
い
が
、
中
世
以
前
に
、

一
部
が
神
門
郡
や
楯
縫
郡
に
組
み
込
ま
れ
た
。
中
世
は
出
東
郡
に
変
わ
り
、
江
戸
時
代
は
、「
出
雲
郡
」
の
名
称
が
復
活
し
た
が
、「
出
雲
」

の
表
記
で
、「
し
ゅ
っ
と
う
（
出
東
）」
と
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
明
治
以
後
は
「
い
ず
も
ぐ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

で
あ
ろ
う
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
楯
縫
郡
、
神
門
郡
と
合
併
し
て
簸
川
郡
に
。
現
出
雲
市
の
旧
市
域
、
斐
川
町
等
。

一
嶼
―

嶼
は
、
小
島
。

夜
雨
嶋
（
嫁
島
）
―
嫁
が
島
。『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
で
は
、「
蚊
島
（
か
し
ま
）」。「
蚊
」
が
同
音
の
「
嫁
」
と
表

記
さ
れ
、
さ
ら
に
訓
読
み
し
て
「
よ
め
」
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
夜
雨
島
は
他
文
献
に
見
え
ず
、
不
審
。
単
な
る
当
て
字
か
。『
雲
陽
誌
』

（
元
禄
頃
）
意
宇
郡
・
乃
木
・
婦
島
に
、
干
魃
の
時
に
雨
乞
い
を
す
る
場
所
と
な
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
雨
に
関
す
る
伝
承
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。「
嫁
島
」
は
、
こ
こ
で
は
「
よ
め
し
ま
」
と
読
む
の
か
も
し
れ
な
い
。

数
幹
―
幹
は
、
樹
木
を
数
え
る
量
詞
。

神

女
廟
―
竹
生
島
神
社
。
弁
財
天
を
祭
る
。
堀
尾
吉
晴
の
孫
忠
晴
が
一
六
一
一
年
市
杵
島
姫
命
を
厳
島
神
社
か
ら
勧
請
し
た
と
い
う
。
神
仏

習
合
で
経
緯
は
複
雑
だ
が
、
要
す
る
に
、
宍
道
湖
の
女
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
媛
山
―
三
瓶
山
。『
出
雲
国
風
土
記
』
国
引

き
神
話
で
は
、「
佐
比
売
山
」
と
表
記
す
る
。

角
盤
山
―
大
山
の
別
名
。『
大
山
寺
縁
起
』
等
参
照
。

皇
国
十
二
景
―
芭
蕉
と
同
時
代

に
日
本
全
国
を
行
脚
し
た
俳
人
、
大
淀
三
千
風
の
『
日
本
行
脚
文
集
』
の
序
に
、「
本
朝
十
二
景
」
と
し
て
、
第
一
田
子
の
浦
（
駿
河
）、
二

一
四



松
島
（
奥
州
）、
三
箱
崎
（
筑
前
）、
四
橋
立
（
丹
後
）、
五
若
浦
（
紀
伊
）、
六
鳰
湖
（
近
江
）、
七
厳
島
（
安
芸
）、
八
蚶
象
（
出
羽
）、
九

朝
熊
（
伊
勢
）、
十
松
江
（
出
雲
）、
十
一
明
石
（
播
磨
）、
十
二
金
沢
（
武
蔵
）
を
挙
げ
て
い
る
。
明
治
に
な
っ
て
、
本
朝
を
皇
国
に
改
め

た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
の
記
述
が
『
日
本
行
脚
文
集
』
に
直
接
拠
る
の
か
、
何
か
の
本
の
引
用
に
よ
る
の
か
、
ま
た
、
十
二
景
が
、
日
本

三
景
な
ど
と
同
様
、
江
戸
時
代
に
普
通
に
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
の
か
、
甚
だ
不
審
。
鉄
道
院
発
行
『
鉄
道
院
線
沿
道
遊
覧
地
案
内
』（
明
治

四
十
二
年
）
の
宍
道
湖
の
項
目
に
お
い
て
も
、「
松
江
を
本
邦
十
二
景
の
一
に
数
ふ
る
、
要
す
る
に
此
湖
の
勝
景
に
よ
る
な
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

済
勝
―
本
書
の
序
の
注
で
先
述
。

舟
ヲ
泛
ベ
―
曹
植
・
白
馬
王
彪
に
贈
る
「
舟
を
泛
べ
洪
濤
を
越
ゆ
」。

棹
ヲ
停
ム
―

船
を
湖
中
に
静
止
さ
せ
る
こ
と
。
李
白
・
江
上
元
六
林
宗
に
寄
す
「
棹
を
停
め
て
林
巒
に
依
る
」。

ら
い

き
よ
う
へ
い

２７

頼

杏
坪

松
江
日
霽
放
軽
航
、
四
面
雲
山
与
水
蒼
。
樹
杪
楼
抽
鴟
尾
小
、
波
心
橋
臥
蠎
身
長
。
此
遊
帰
国
為
談
柄
、
他
日
思
湖
竟
夢
場
。
衰
折
自
悲
難

再
会
、
幾
珠
老
涙
迸
斜
陽
。【
杪
は
も
と
抄
に
作
り
、
珠
は
も
と
株
に
作
る
。
今
正
す
】

ま
つ
え

ひ

は

け
い
こ
う

は
な

し
め
ん

う
ん
ざ
ん
み
ず

と
も

あ
お

じ
ゆ
び
よ
う
ろ
う

ひ

し

び
し
よ
う

は
し
ん
は
し

ふ

ぼ
う
し
ん
な
が

こ

【
訓
読
】
松
江
日
霽
れ
て
軽
航
を
放
つ
、
四
面
の
雲
山
水
と
与
に
蒼
し
。
樹
杪
楼
は
抽
く
鴟
尾
小
な
り
、
波
心
橋
は
臥
す
蠎
身
長
し
。
此

ゆ
う
く
に

か
え

だ
ん
ぺ
い

な

た
じ
つ
み
ず
う
み

お
も

つ
い

む
じ
ょ
う

す
い
せ
つ
み
ず
か

か
な

さ
い
か
い

が
た

い
く
た
ま

ろ
う
る
い

し
や
よ
う

ほ
と
ば
し

の
遊
国
に
帰
れ
ば
談
柄
と
為
ら
ん
、
他
日
湖
を
思
え
ば
竟
に
夢
場
。
衰
折
自
ら
悲
し
む
再
会
し
難
き
を
、
幾
珠
の
老
涙
か
斜
陽
に
迸
る
。

【
訳
】
こ
の
と
こ
ろ
雨
続
き
だ
っ
た
松
江
、
今
日
は
か
ら
り
と
晴
れ
渡
っ
た
の
で
、
宍
道
湖
に
小
舟
を
浮
か
べ
て
波
に
揺
ら
れ
る
。
湖
の
ぐ

る
り
の
雲
や
山
は
、
水
と
一
緒
く
た
に
な
っ
て
青
の
世
界
。
こ
ず
え
の
向
こ
う
に
城
が
ぐ
ん
と
伸
び
て
い
て
、
小
さ
な
鴟
尾
が
見
え
る
。
あ

ち
ら
で
波
が
立
っ
て
い
る
真
ん
中
に
は
、
橋
が
か
か
っ
て
い
て
、
大
蛇
が
長
く
横
た
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
。
こ
の
た
び
の
旅
行
は
、
故
郷

の
広
島
に
帰
っ
て
か
ら
、
話
の
種
に
な
る
ほ
ど
の
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
将
来
こ
の
湖
を
思
い
起
こ
そ
う
と
し
て
も
、
結

局
は
夢
同
様
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
ね
え
。
体
が
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
、
も
う
こ
の
景
色
に
は
出
会
え
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
独
り
悲
し
ん

で
い
る
と
、
夕
陽
に
向
か
っ
て
、
老
い
た
私
の
涙
が
、
何
粒
か
ほ
と
ば
し
り
出
る
の
だ
。

【
注
】
頼
杏
坪
―
一
七
五
六
〜
一
八
三
四
。
江
戸
時
代
中
期
〜
後
期
の
儒
者
。
頼
亨
翁
の
三
男
。
頼
春
水
（
頼
山
陽
の
父
）、
頼
春
風
の
弟
。

頼
山
陽
の
叔
父
に
当
た
る
。
安
芸
広
島
藩
士
。
春
水
に
し
た
が
い
、
江
戸
で
服
部
栗
斎
に
ま
な
ぶ
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
藩
の
儒
官
と

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）
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五



な
り
、
藩
主
浅
野
斉
賢
の
侍
講
な
ど
を
へ
て
三
次
町
奉
行
な
ど
を
つ
と
め
、
民
政
に
つ
く
す
。『
芸
備
孝
義
伝
』、『
芸
藩
通
志
』
な
ど
藩
の

編
集
事
業
に
も
あ
た
っ
た
。
名
は
惟
柔
。
字
は
千
祺
、
季
立
。
通
称
は
万
四
郎
。
別
号
に
春
草
、
杏
翁
な
ど
。
著
作
に
『
原
古
編
』、『
春
草

堂
詩
鈔
』
な
ど
（
講
談
社
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
に
よ
る
）。『
春
草
堂
詩
鈔
』
に
よ
れ
ば
、
詩
僧
日
謙
を
尋
ね
に
、
出
雲
国
を
訪
れ
た
時
の

作
品
が
い
く
つ
か
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
こ
の
詩
は
所
収
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
ど
う
も
揮
毫
、
草
稿
の
類
い
が
、
松
江
の
ど
こ
か
に
残
さ
れ

て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
出
雲
の
漢
詩
結
社
剪
淞
吟
社
の
機
関
誌
『
剪
淞
詩
文
』
所
引
の
詩
も
、
杪
を
抄
と
間
違
え
て
お
り
、
同
一
の
材

料
に
依
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

軽
航
―
軽
舟
、
小
舟
。
曹
植
・
離
友
其
一
「
浮
済
を
渉
り
兮
軽
航
を
泛
ぶ
」。

日
霽
―

曇
っ
て
い
た
の
が
、
日
が
出
て
き
て
晴
れ
る
こ
と
。
駱
賓
王
・
秋
日
陳
文
林
、
陸
道
士
を
送
る
、
風
字
を
得
た
り「
日
は
霽
る
�
陵
の
雨
」。

日
々
晴
れ
る
の
意
で
は
あ
る
ま
い
。

雲
山
―
雲
と
山
。
�
均
・
柳
�
興
と
同
に
烏
亭
に
集
い
柳
舍
人
を
送
る
「
雲
山
は
�
曖
を
離
る
」。

ま
た
、
そ
び
え
立
っ
て
雲
に
頂
上
が
入
る
よ
う
な
山
。
蔡
�
・
胡
笳
十
八
拍
「
雲
山
は
万
里
に
し
て
兮
帰
路
遐
か
な
り
」。
俗
世
を
離
れ
た

隠
者
の
住
む
よ
う
な
山
。
江
淹
・
蕭
被
侍
中
敦
勧
表
「
臣
は
煙
洲
に
遵
い
て
而
し
て
�
伯
を
謝
し
、
雲
山
を
迎
え
て
而
し
て
許
由
を
揖
す
る

能
わ
ず
」。
こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
「
雲
山
」
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

樹
杪
―
杪
も
と
抄
に
誤
る
。
下
句
の
波
心
の
対
と

し
て
は
杪
が
望
ま
し
い
。
杜
甫
・
章
留
に
陪
し
て
後
、
恵
義
寺
に
て
嘉
州
崔
都
督
の
州
に
赴
く
を
餞
す
「
清
き
は
聞
く
樹
杪
の
磬
」。

鴟

尾
―
古
代
の
宮
殿
や
寺
院
の
大
棟
の
両
端
に
据
え
る
、
沓
形
の
飾
り
瓦
。
魚
の
尾
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
防
火
の
ま
じ
な
い
と

し
た
。
後
世
の
鬼
瓦
や
し
ゃ
ち
ほ
こ
は
こ
れ
の
変
形
。
顔
之
推
・
顔
氏
家
訓
・
書
証
「
或
る
ひ
と
問
い
て
曰
く
、『
東
宮
旧
事
』
は
何
を
以

て
か
鴟
尾
を
呼
び
て
祠
尾
と
為
す
」。『
陳
書
』・
高
祖
紀
下「
戊
辰
、
重
雲
殿
東
鴟
尾
に
紫
煙
の
天
に
属
す
る
有
り
」。

波
心
―
白
居
易
・

春
湖
上
に
題
す
「
月
は
波
心
に
点
ず
一
顆
の
珠
」。

蟒
身
―
本
来
は
仏
教
で
前
世
の
悪
業
で
、
蛇
身
と
な
っ
た
も
の
。
法
苑
珠
林
巻
二
十

三
―
「
汝
は
前
世
の
罪
業
故
に
蟒
身
を
受
く
」。
慈
悲
の
た
め
に
蟒
身
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
大
唐
西
域
記
巻
三
「
帝
釈
は
悲
愍
し
て
救
済

す
る
所
を
思
い
、
其
の
形
を
変
え
て
大
い
な
る
蟒
身
と
為
る
」。
こ
こ
は
仏
教
臭
か
ら
離
れ
て
、
巨
大
な
松
江
大
橋
を
形
容
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。

談
柄
―
本
来
は
、
古
人
が
清
談
す
る
時
に
手
に
持
つ
塵
払
い
。
如
意
。
�
信
・
靈
法
師
の
葬
を
送
る
「
玉
匣
談
柄
を
摧
き
、

懸
河
辯
鋒
を
落
す
」。
転
じ
て
、
話
題
の
意
味
。
白
居
易
・
嚴
綬
の
状
を
論
ず
「
且
つ
嚴
綬
の
太
原
に
在
る
と
き
之
事
は
、
聖
聰
備
さ
に
聞

き
、
天
下
之
人
は
以
て
談
柄
と
為
す
」。

夢
場
―
「
一
場
の
夢
」を
転
倒
し
た
言
い
方
。
李
中
・
姑
蘇
懐
古「
歌
舞
一
場
の
夢
」。
盧
延
譲
・

一
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李
郢
端
公
を
哭
す
「
一
場
の
春
夢
越
王
の
城
」。
場
は
夢
の
回
数
を
数
え
る
量
詞
。
夢
を
舞
台
劇
に
見
立
て
る
。
夢
の
一
場
面
。
或
い
は
「
夢

一
場
」（
夢
み
る
こ
と
一
場
）
を
つ
づ
め
た
か
。
劉
後
村
・
五
言
一
首
「
俄
然
と
し
て
夢
み
る
こ
と
一
場
」。

衰
折
―
衰
え
る
こ
と
。
用
例

は
少
な
い
が
、「
折
」字
に
、
志
半
ば
の
挫
折
の
意
を
こ
め
た
か
。
張
耒
・
元
忠
学
士
八
兄
・
・
・「
衰
折
苦
ろ
に
催
す
璧
月
の
空
し
き
を
」。

再
会
―
再
び
巡
り
会
う
こ
と
。『
左
伝
』
昭
公
十
三
年
「
再
会
し
て
而
し
て
盟
い
、
以
て
昭
明
を
顕
ら
か
に
す
」。

幾
珠
―
真
珠
の
た
ま

を
、
涙
に
た
と
え
る
。
李
白
・
古
え
の
辺
を
思
う
を
学
ぶ
「
珠
涙
羅
衣
を
湿
す
」。

老
涙
―
孟
郊
・
淡
公
を
送
る
十
二
首
其
七
「
老
涙
双

つ
な
が
ら
滂
沱
」。

迸
斜
陽
―
趙
�
・
東
望
「
斜
陽
閣
に
映
じ
山
寺
に
当
た
る
」。「
迸
涙
」
は
大
仰
の
よ
う
だ
が
、
唐
詩
で
は
よ
く
使
わ

れ
る
。
駱
賓
王
・
疇
昔
篇
雑
言
「
涙
を
迸
ら
せ
て
双
流
に
連
な
る
」。
杜
甫
・
追
い
て
故
高
蜀
州
の
人
日
に
寄
せ
見
る
る
に
酬
ゆ
「
涙
を
迸

ら
せ
幽
吟
せ
し
事
は
昨
の
如
し
」。

し
や
く

て
ん
り
ん

２８

釈

天
鱗
【
鱗
は
も
と
麟
に
作
る
。
今
正
す
】

淡
青
濃
緑
画
難
�
、
山
水
如
斯
天
下
無
。
長
恨
坡
公
生
異
域
、
枉
教
佳
句
属
西
湖
。

た
ん
せ
い
の
う
り
ょ
く

え
が

も

が
た

さ
ん
す
い
か

ご
と

て
ん
か

な

と
こ
し
な

う
ら

は
こ
う
い
い
き

う
ま

む
な

か

く

【
訓
読
】
淡
青
濃
緑
は
画
く
も
�
し
難
し
、
山
水
斯
く
の
如
き
は
天
下
に
無
し
。
長
え
に
恨
む
坡
公
異
域
に
生
れ
、
枉
し
く
佳
句
を
し
て

せ
い
こ

ぞ
く

し

西
湖
に
属
せ
教
む
る
を
。

【
訳
】
宍
道
湖
の
、
淡
い
青
色
や
、
濃
い
緑
色
が
織
り
な
す
美
し
さ
は
、
絵
で
表
そ
う
と
思
っ
て
も
と
て
も
写
せ
な
い
。
山
水
が
こ
ん
な
風

な
の
は
、
天
下
で
こ
こ
以
外
に
は
な
い
。
返
す
返
す
も
残
念
だ
。
蘇
東
坡
が
、
異
国
に
生
ま
れ
て
、
宍
道
湖
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
そ
の
す

ば
ら
し
い
作
品
を
む
な
し
く
西
湖
に
の
み
捧
げ
て
い
る
の
は
。

【
注
】
淡
青
濃
緑
―
こ
の
詩
全
体
が
蘇
軾
の
「
湖
上
に
飲
む
。
初
め
晴
れ
て
後
に
雨
ふ
る
二
首
」
を
意
識
す
る
。
其
一
「
淡
粧
濃
抹
�
べ
て

相
い
宜
し
」
を
用
い
て
い
る
。
范
成
大
・
東
門
外
に
熟
を
刈
る
を
観
る
・
・
・
其
一
「
淡
青
の
山
色
深
黄
の
稲
」。
李
賀
・
河
南
府
試
十
二

月
楽
辞
並
閏
月
・
四
月
「
千
山
は
濃
緑
に
し
て
雲
外
に
生
ず
」。

画
難
�
―
蘇
軾
・
李
杞
寺
丞
前
篇
に
和
せ
見
る
に
次
韻
す
、
復
た
元
韻

を
用
い
る
「
鵠
は
則
ち
画
き
易
く
虎
は
�
し
難
し
」。

天
下
無
―
楊
維
�
・
西
湖
竹
枝
歌
其
一
「
江
南
の
西
湖
天
下
に
無
し
」。

山
水
―

山
や
水
の
あ
る
風
景
。
宋
書
・
謝
霊
運
伝
「
出
で
て
永
嘉
太
守
と
為
る
。
郡
に
名
山
水
有
り
。
霊
運
素
よ
り
愛
好
す
る
所
な
り
。
出
で
て

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）
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守
た
る
に
既
に
志
を
得
ざ
れ
ば
、
遂
に
意
を
肆
い
ま
ま
に
し
て
游
遨
す
」。
詩
で
は
多
く
山
水
画
を
連
想
せ
し
め
る
。
杜
甫
・
存
没
口
号
其

二
「
鄭
公
粉
絵
長
夜
に
随
い
、
曹
霸
丹
青
已
に
白
頭
。
天
下
何
ぞ
曾
て
山
水
有
ら
ん
、
人
間
解
せ
ず
�
�
を
重
ん
ず
る
を
」。

長
恨
―
未

来
永
劫
怨
み
を
残
す
こ
と
。
揚
雄
・
劇
秦
美
新
「
懐
く
所
は
章
ら
か
な
ら
ず
、
長
く
�
泉
に
恨
む
」。
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
は
著
名
。

坡
公
―
北
宋
の
文
人
、
蘇
軾
に
対
す
る
後
人
の
敬
称
。
蘇
軾
は
東
坡
居
士
と
号
し
た
。
朱
熹
・
廖
子
晦
に
答
う
「
坡
公
の
海
外
の
意
況
は

深
く
歎
息
す
可
し
」。
林
則
徐
・
中
秋
月
を
眺
む
。
作
有
り「
坡
公
海
を
渡
り
て
羅
浮
を
誇
る
」。

異
域
―
他
郷
、
外
国
。
楚
辭
・
九
章
・

抽
思
「
好
�
佳
麗
た
り
兮
、
�
と
し
て
独
り
此
の
異
域
に
処
る
」。
後
漢
書
・
班
超
伝
「
猶
お
當
に
傅
介
子
、
張
騫
を
效
ね
て
功
を
異
域
に

立
つ
べ
し
」。
王
維
・
秘
書
晁
監
の
日
本
国
に
還
る
を
送
る
「
別
離
方
に
異
域
、
音
信
若
爲
れ
ぞ
通
ぜ
ん
」。

枉
教
―
む
な
し
く
・
・
・

さ
せ
る
。
・
・
・
し
て
も
何
の
意
味
も
な
い
。
李
商
隠
・
蜀
桐
「
枉
し
く
紫
鳳
を
し
て
棲
む
処
無
か
ら
教
む
」。

佳
句
―
詩
文
の
中
の
精

彩
あ
る
語
句
。
劉
義
慶
『
世
�
新
語
』
・
文
学
「
孫
興
公
『
天
台
賦
』
を
作
る
。
成
る
。
以
て
范
栄
期
に
示
す
。
・
・
・
佳
句
に
至
る
毎
に
、

輒
ち
云
う
、
応
に
是
れ
我
が
輩
の
語
な
る
べ
し
」。
杜
甫
・
秋
日
�
府
詠
懐
古
、
鄭
監
、
李
賓
客
に
寄
せ
奉
る
、
一
百
韻
「
遠
遊
絶
境
を
凌

ぎ
、
佳
句
華
箋
を
染
む
」。

２９左
右
層
巒
列
画
図
、
直
西
只
見
碧
波
舗
。
浮
空
一
抹
何
村
樹
、
烟
翠
依
微
認
却
無
。

さ
ゆ
う
そ
う
ら
ん
が

と

な
ら

ち
ょ
く
せ
い
た

み

へ
き
は

し

ふ
く
う
い
ち
ま
つ
い
ず

そ
ん
じ
ゆ

え
ん
す
い
い

び

み
と

か
え

【
訓
読
】
左
右
層
巒
画
図
を
列
べ
、
直
西
只
だ
見
る
碧
波
の
舗
く
を
。
浮
空
一
抹
何
れ
の
村
樹
な
ら
ん
、
烟
翠
依
微
と
し
て
認
む
る
も
却
っ

な

て
無
し
。

【
訳
】
左
右
の
重
な
る
山
々
は
恰
も
絵
を
並
べ
た
か
の
よ
う
。
真
西
に
は
、
み
ど
り
色
の
波
が
広
が
る
の
が
見
え
る
だ
け
。
空
中
に
浮
い
て

い
る
、
一
筆
さ
ら
っ
と
描
い
た
よ
う
な
あ
れ
は
、
ど
こ
の
村
の
木
だ
ろ
う
。
も
や
に
お
お
わ
れ
た
み
ど
り
が
ぼ
ん
や
り
と
そ
れ
ら
し
く
見
え

た
か
と
思
う
と
、
ま
た
消
え
て
し
ま
っ
た
。

【
注
】
層
巒
―
李
白
・
古
風
其
三
十
九
、
又
一
本
云
「
浮
雲
層
巒
を
蔽
う
」。「
巒
」
は
、
く
ね
く
ね
と
続
く
山
並
み
。

列
画
図
―
呉
偉

業
・
許
堯
文
の
之
き
て
	
陽
に
官
た
る
を
送
る
「
烏
石
煙
巒
画
図
を
列
ぶ
」。

直
西
―
杜
甫
・
秋
興
八
首
「
直
北
の
関
山
は
金
鼓
振
る
う
」
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等
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。

碧
波
―
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
波
。
李
白
・
江
夏
に
て
林
公
上
人
の
衡
岳
に
游
ぶ
を
送
る
序
「
將
に
五

楼
之
金
策
を
振
る
い
、
三
湘
之
碧
波
に
浮
か
ば
ん
と
欲
す
」。

許
渾
・
夜
永
樂
に
泊
る
、
懷
い
有
り
「
蓮
渚
紅
を
愁
え
て
碧
波
に
蕩
る
」。

舗
―
石
畳
を
敷
き
詰
め
る
よ
う
に
広
が
る
こ
と
。
梅
堯
臣
・
次
韻
し
て
范
景
仁
舎
人
の
雪
に
対
す
に
和
す
「
浩
浩
と
し
て
海
雲
舗
く
」。

浮
空
―
李
白
・
賀
監
の
四
明
に
帰
る
を
送
る
、
応
制
「
仙
橋
空
に
浮
き
島
嶼
微
か
な
り
」。

何
村
樹
―
村
の
ま
わ
り
に
植
え
ら
れ
た
樹

木
。
村
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
。
王
維
・
新
晴
晩
望「
村
樹
渓
口
に
連
な
る
」。

一
抹
―
筆
で
さ
っ
と
は
ら
っ
た
よ
う
な
一
片
。
羅
�
・

比
紅
児
其
十
七
「
一
抹
の
濃
紅
臉
に
傍
い
て
斜
め
な
り
」。
陸
游
・
故
山
を
思
う
「
暮
に
帰
れ
ば
稚
子
我
を
迎
え
て
笑
い
、
遙
か
に
一
抹
の

西
村
の
煙
を
指
す
」。

煙
翠
―
ぼ
や
っ
と
し
た
青
み
を
お
び
た
も
や
。
岑
參
・
峨
眉
東
脚
、
江
に
臨
ん
で
猿
を
聴
き
、
二
室
の
旧
廬
を
懐

う
「
峨
眉
煙
翠
新
た
な
り
」。
�
滔
・
翁
公
堯
員
外
の
寄
せ
見
る
る
に
和
し
奉
る
「
山
は
南
国
従
り
煙
翠
を
添
う
」。
蘇
軾
・
周
�
の
雁
蕩
山

図
に
寄
す
に
次
韻
す
其
一
「
眼
は
明
ら
か
な
り
小
閣
煙
翠
に
浮
か
ぶ
」。
こ
こ
で
は
、
前
句
を
受
け
て
、
も
や
に
お
お
わ
れ
た
緑
の
木
々
の

こ
と
と
解
し
た
い
。
煙
柳
と
同
じ
趣
き
。

依
微
―
ぼ
ん
や
り
と
し
て
、
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
。
謝
霊
運
・
江
妃
賦
「
清
管
之
依
微
た

る
を
奏
す
」。
劉
禹
錫
・
桃
源
に
游
ぶ
一
百
韻
「
依
微
と
し
て
�
犬
を
聞
く
」。

認
却
無
―
認
は
認
識
。
あ
の
村
の
木
だ
と
認
識
す
る
こ

と
。
李
白
・
白
胡
桃
「
白
玉
盤
中
看
る
も
却
っ
て
無
し
」。

３０湖
上
寒
威
霽
更
添
、
銀
濤
乱
走
北
風
厳
。
夜
来
新
下
僊
峯
雪
、
削
出
雲
間
白
一
尖
。

こ
じ
よ
う

か
ん
い

は

さ
ら

そ

ぎ
ん
と
う
み
だ

は
し

ほ
く
ふ
う
げ
ん

や
ら
い
い
あ
ら

く
だ

せ
ん
ぽ
う

け
ず

だ

う
ん
か
ん
は
く
い
つ
せ
ん

【
訓
読
】
湖
上
の
寒
威
霽
れ
て
更
に
添
え
、
銀
濤
乱
れ
走
り
て
北
風
厳
な
り
。
夜
来
新
た
に
下
る
僊
峯
の
雪
、
削
り
出
だ
す
雲
間
白
一
尖
。

【
訳
】
宍
道
湖
畔
の
寒
さ
は
、
晴
れ
れ
ば
更
に
そ
の
威
力
を
増
す
。
北
風
が
激
し
く
吹
き
付
け
る
の
で
、
銀
色
の
波
濤
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

あ
ち
こ
ち
へ
走
り
ま
わ
る
。
昨
夜
、
大
山
に
雪
が
降
っ
た
ば
か
り
で
、
雲
の
間
に
白
い
頂
が
削
り
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
聳
え
て
い
る
。

【
注
】
寒
威
―
方
干
・
歳
晩
事
を
言
う
、
郷
中
の
親
友
に
寄
す
「
寒
威
半
ば
龍
蛇
の
窟
に
入
る
」。
梅
堯
臣
・
雪
中
通
判
の
家
に
飲
み
て
回

る
「
密
雲
萬
里
寒
威
を
増
す
」。
白
居
易
・
徳
宗
皇
帝
挽
歌
詞
四
首
其
四
「
雲
日
寒
を
添
え
て
惨
し
」。

銀
濤
―
銀
白
色
の
高
波
。
楊
万

里
・
已
に
湖
尾
に
至
り
西
山
を
望
見
す「
万
頃
の
銀
濤
半
霎
に
開
く
」。

乱
走
―
岑
参
・
走
馬
川
行
、
師
を
出
し
て
西
征
す
る
を
送
る「
風

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）

一
九



に
随
い
て
地
に
満
ち
石
は
乱
れ
走
る
」。

北
風
厳
―
裴
侍
御
雨
に
対
し
て
時
に
感
じ
て
贈
ら
る
る
に
酬
ゆ
「
風
は
厳
に
し
て
清
江
は
爽
な

り
」。

雲
間
―
雲
の
間
に
見
え
る
天
を
指
す
。
劉
孝
威
・
闘
鶏
篇
「
願
わ
く
は
淮
南
の
藥
を
賜
い
、
一
た
び
雲
間
に
翔
け
使
め
ん
」。

ま
つ
だ
し
よ
う
う

３１

松
田
淞
雨

洵
美
非
凡
境
、
蓴
鱸
也
可
誇
。
暮
帆
争
一
港
、
秋
水
照
千
家
。
遠
岳
装
軽
雪
、
疎
楓
畳
断
霞
。
倚
欄
�
不
尽
、
只
惜
夕
陽
斜
。

ま
こ
と

び

ぼ
ん
き
よ
う

あ
ら

じ
ゅ
ん
ろ

ま

ほ
こ

べ

ぼ
は
ん
い
つ
こ
う

あ
ら
そ

し
ゆ
う
す
い
せ
ん
か

て

え
ん
が
く
け
い
せ
つ

よ
そ
お

そ

【
訓
読
】
洵
に
美
に
し
て
凡
境
に
非
ず
、
蓴
鱸
も
也
た
誇
る
可
し
。
暮
帆
一
港
を
争
い
、
秋
水
千
家
を
照
ら
す
。
遠
岳
軽
雪
を
装
い
、
疎

ふ
う
だ
ん
か

た
た

ら
ん

よ

ぎ
ん

つ

た

お

せ
き
よ
う
な
な

楓
断
霞
を
畳
む
。
欄
に
倚
り
て
�
じ
尽
く
さ
ず
、
只
だ
惜
し
む
夕
陽
斜
め
な
る
を
。

【
訳
】
宍
道
湖
、
こ
れ
ぞ
真
の
美
、
人
間
世
界
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
採
れ
る
蓴
菜
や
鱸
の
う
ま
さ
も
自
慢
す
る
に
値
す
る
。
暮
れ
に

は
、
帆
舟
が
と
あ
る
港
に
向
か
っ
て
、
一
斉
に
争
う
よ
う
に
帰
路
を
急
ぎ
、
秋
の
気
配
深
い
湖
面
に
夕
陽
が
照
り
返
し
て
漁
村
の
家
々
を
染

め
る
。
遠
い
峰
々
に
は
、
う
っ
す
ら
と
雪
が
積
も
り
、
落
葉
し
て
ま
ば
ら
に
残
る
か
え
で
の
木
に
、
途
切
れ
途
切
れ
の
夕
靄
が
幾
重
に
も
か

か
っ
て
い
る
。
湖
の
側
の
東
屋
の
欄
干
に
寄
り
か
か
り
な
が
ら
、
感
極
ま
っ
て
詩
を
吟
ず
る
が
、
こ
の
気
持
ち
は
吟
じ
尽
く
せ
な
い
。
夕
陽

が
斜
め
に
な
っ
て
も
う
す
ぐ
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
ひ
た
す
ら
残
念
だ
。

【
注
】松
田
淞
雨
―
一
八
四
五
〜
一
九
二
三
。
名
は
敏
、
字
は
訥
卿
、
松
江
の
人
。
雨
森
精
翁
・
澤
野
含
斎
に
従
学
し
、
詩
を
苔
洲
・
枕
山
・

松
塘
・
黄
石
に
学
び
、
吉
岡
星
秋
と
並
称
さ
る
。
大
原
郡
長
た
り
。
遷
り
て
濱
田
・
横
濱
の
典
獄
に
転
ず
。
晩
年
東
京
に
住
し
、
文
墨
を
も
っ

て
み
ず
か
ら
娯
し
む
。
剪
淞
吟
社
名
誉
社
員
。
著
書『
禹
域
遊
草
』（
一
九
一
五
）は
、
一
九
一
三
年
の
中
国
旅
行
の
詩
を
集
め
た
も
の
。（『
横

山
耐
雪
出
雲
詩
綜
小
伝
（
訳
）』
入
谷
仙
介
訳
注
に
よ
る
）

洵
美
―
詩
経
・
静
女
「
洵
に
美
に
し
て
且
つ
異
な
れ
り
」。
鄭
箋
「
洵
は
信

な
り
」。

凡
境
―
本
来
は
平
凡
な
境
地
の
意
で
あ
る
が
、
仏
教
、
道
教
等
宗
教
的
見
地
か
ら
、
俗
界
、
人
間
界
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

竇
�
・
述
書
賦
上
「
康
帝
は
則
ち
幼
少
よ
り
閑
慢
、
迥
か
に
凡
境
を
出
づ
」。
文
同
・
楊
山
人
草
堂
「
入
鼎
の
靈
丹
は
�
な
る
こ
と
橘
に
似
、

隔
牆
の
凡
境
は
臭
な
る
こ
と
�
の
如
し
」。

蓴
鱸
―
蓴
菜
と
鱸
（
中
国
の
鱸
は
、
日
本
の
ス
ズ
キ
と
違
う
）。
秋
の
風
物
。
晋
の
張
翰
の

故
事
で
有
名
。『
晋
書
』
・
張
翰
伝
「
張
翰
秋
風
の
起
こ
る
を
見
て
、
呉
中
の
蓴
羹
鱸
膾
を
思
う
。
即
ち
官
を
棄
て
て
而
し
て
帰
る
也
」。
蘇

軾
・
四
月
十
一
日
初
め
て
茘
枝
を
食
ら
う
「
一
官
久
し
く
已
に
蓴
鱸
よ
り
も
軽
し
」。

可
誇
―
孟
郊
・
済
源
寒
食
七
首
其
七
「
五
色
の
冬

二
〇



籠
甚
だ
誇
る
可
し
」。

暮
帆
―
夕
暮
れ
に
帆
を
上
げ
て
帰
っ
て
く
る
舟
。
杜
甫
・
遊
子
「
三
峡
暮
帆
の
前
」。

争
一
港
―
争
は
、
争
っ

て
求
め
る
こ
と
。
一
対
象
に
殺
到
す
る
こ
と
。
杜
甫
・
長
江
二
首
其
一
「
衆
水
�
万
に
会
し
、
瞿
塘
一
門
を
争
う
」。「
港
」
は
、
も
と
も
と

は
大
河
や
湖
に
つ
な
が
る
小
さ
な
河
。
舟
を
泊
め
る
の
に
便
で
あ
る
の
で
、
や
が
て
、
ひ
ろ
く
「
み
な
と
」「
波
止
場
」
を
指
す
よ
う
に
な
っ

た
。
楊
万
里
・
舟
中
双
の
�
魚
を
買
う
「
小
港
風
に
阻
ま
れ
て
烏
舫
を
泊
む
」。

照
千
家
―
岑
参
・
郡
斎
江
山
を
望
む
「
江
月
千
家
を
照

ら
す
」。

遠
岳
―
鮑
照
・
代
升
天
行
「
師
に
従
い
て
遠
嶽
に
入
る
」。

軽
雪
―
ち
ら
ほ
ら
と
降
り
つ
つ
あ
る
雪
あ
る
い
は
う
っ
す
ら
と

降
り
積
も
っ
た
雪
。
徐
陵
・
雪
を
詠
む
「
軽
雪
風
を
帯
び
て
斜
め
な
り
」。
司
馬
光
・
正
月
二
十
四
日
夜
雪
「
畳
瓦
軽
雪
を
浮
か
ぶ
」。

疎

楓
―
こ
の
語
の
用
例
は
見
な
い
が
、
疎
林
、
疎
葉
等
は
詩
語
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
秦
観
・
韋
応
物
に
擬
す「
秋
声
疎
林
よ
り
出
づ
」。

断
霞
―
き
れ
ぎ
れ
の
夕
焼
け
雲
。
梁
簡
文
帝
・
舞
賦
「
断
霞
之
彩
を
照
ら
す
に
似
る
」。
張
説
・
巴
丘
春
作
「
春
山
断
霞
を
掛
く
」。「
畳
」

は
重
畳
、
か
さ
ね
る
こ
と
。
劉
長
卿
・
洪
尊
師
を
尋
ね
て
遇
わ
ず「
仙
�
青
霞
を
畳
む
」。

倚
欄
―
文
同
・
何
靖
山
人
の
海
棠
に
和
す「
欄

に
倚
り
て
終
日
芳
叢
に
対
す
」。

�
不
尽
―
「
�
」
は
、「
吟
」
の
異
体
字
。
吟
じ
終
わ
ら
な
い
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
と
う
て

い
す
べ
て
吟
じ
尽
く
せ
な
い
と
い
う
意
。
李
咸
用
・
李
尊
師
の
臨
川
に
帰
る
を
送
る「
塵
外
煙
霞
は
吟
じ
尽
く
さ
ず
」。

夕
陽
斜
―
銭
起
・

崔
十
三
の
東
遊
す
る
を
送
る
「
行
人
の
馬
首
夕
陽
斜
め
な
り
」。

み
し
ま
う
ん
か
い

３２

三
島
雲
�

汀
烟
破
処
露
孤
城
、
目
送
帰
帆
立
晩
晴
。
浅
碧
濃
紅
春
遠
近
、
夕
陽
三
十
六
湾
明
。

て
い
え
ん
や
ぶ

と
こ
ろ
こ
じ
よ
う

あ
ら
わ

も
く
そ
う

き
は
ん
ば
ん
せ
い

た

せ
ん
ぺ
き
の
う
こ
う
は
る
え
ん
き
ん

せ
き
よ
う
さ
ん
じ
ゆ
う
ろ
く
わ
ん
あ
き

【
訓
読
】
汀
烟
破
る
る
処
孤
城
を
露
し
、
目
送
す
帰
帆
晩
晴
に
立
つ
を
。
浅
碧
濃
紅
春
遠
近
、
夕
陽
三
十
六
湾
明
ら
か
な
り
。

【
訳
】
渚
の
も
や
が
切
れ
る
と
こ
ろ
に
松
江
城
が
ぽ
つ
ん
と
あ
ら
わ
れ
る
。
私
の
目
は
帰
る
舟
の
帆
を
追
い
な
が
ら
、
晴
れ
た
夕
暮
の
中
立

ち
尽
く
す
。
あ
わ
い
み
ど
り
に
こ
い
く
れ
な
い
、
春
の
気
分
は
遠
く
近
く
あ
ち
こ
ち
に
。
夕
陽
を
浴
び
た
沢
山
の
入
り
江
が
明
る
く
耀
い
て

い
る
。

【
注
】
三
島
雲
�
―
三
島
左
次
右
衛
門
。
一
八
五
二
〜
一
九
一
〇
。
明
治
時
代
の
実
業
家
。
明
治
二
十
二
年
松
江
銀
行
、
二
十
九
年
山
陰
貯

蓄
銀
行
の
設
立
に
参
画
、
の
ち
頭
取
。
松
江
商
業
会
議
所
会
頭
、
松
江
市
収
入
役
、
県
会
議
員
を
つ
と
め
た
。
名
は
粲
。
号
は
睡
雨
（『
日

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）

二
一



本
人
名
大
辞
典
』）。
三
島
睡
雨
、
名
は
粲
、
松
江
の
人
。
詩
を
釈
天
鱗
に
学
ぶ
。
松
江
銀
行
の
頭
取
た
り
。
明
治
四
十
三
年
没
す
。
年
五
十

九
な
り
。
剪
淞
吟
社
創
立
時
の
社
員
（『
出
雲
詩
綜
小
伝
（
訳
）』）。

汀
烟
―
「
烟
（
煙
）」
は
、
も
や
、
か
す
み
の
こ
と
。
杜
甫
・
寒
食

「
汀
煙
軽
き
こ
と
冉
冉
た
り
」。

破
処
―
「
林
間
に
酒
を
煖
め
紅
葉
を
焼
く
」
の
句
で
有
名
な
、
白
居
易
・
王
十
八
の
山
に
帰
る
を
送
る
、

題
を
仙
遊
寺
に
寄
す
「
白
雲
破
る
処
洞
門
開
く
」。

孤
城
―
本
来
、
中
国
で
は
辺
境
の
孤
立
し
た
城
塞
や
町
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
他
の

建
造
物
を
圧
倒
し
て
、
独
り
屹
立
し
た
松
江
城
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
王
符
・
潜
夫
論
・
救
辺
「
然
れ
ど
も
即
墨
大
夫
は
孤
城
を
以

て
独
り
守
り
、
六
年
下
ら
ず
」。
王
昌
齢
・
従
軍
行
其
四「
孤
城
遙
か
に
望
む
玉
門
関
」。
王
之
渙
・
涼
州
詞
其
一「
一
片
の
孤
城
萬
仞
の
山
」。

目
送
―
世
説
新
語
・
巧
藝
「
顧
長
康
画
を
道
う
。
手
五
弦
を
揮
う
は
易
く
、
目
帰
鴻
を
送
る
は
難
し
」
が
出
典
。
銭
起
・
仲
春
王
補
闕
の

城
東
山
池
に
宴
す「
目
帰
鴻
を
送
り
笑
い
て
復
た
歌
う
」。

帰
帆
―
陳
子
昂
・
白
帝
城
懐
古「
帰
帆
霧
中
を
出
づ
」。

立
晩
晴
―
朱
熹
・

墨
荘
五
詠
・
君
子
亭
「
衣
を
披
き
晩
風
に
立
つ
」。
杜
甫
・
復
陰
「
昨
日
晩
に
晴
る
る
も
今
日
黒
し
」。

浅
碧
濃
紅
―
本
来
は
浅
深
ま
た

は
濃
淡
で
対
に
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
ざ
と
崩
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
楊
基
・
紅
白
桃
花

採
桑
子
「
浅
碧
深
紅
は
是
誰
家
か
分
染
す

る
」。
孟
東
野
・
済
源
春
「
深
紅
は
草
木
を
縷
し
、
浅
碧
は
泝
�
を
�
す
」。
羅
�
・
比
紅
児
「
一
抹
の
濃
紅
臉
に
傍
い
て
斜
め
な
り
」。
楊

万
里
・
張
功
父
南
湖
の
海
棠
を
観
る
、
藜
に
杖
つ
き
て
筆
を
走
ら
す
其
二
「
濃
紅
密
密
淡
疎
疎
」。

三
十
六
湾
―
「
三
十
六
」
は
、
実
数

で
は
な
く
多
く
の
数
を
表
す
と
き
に
よ
く
使
う
。
班
固
・
西
都
賦
「
離
宮
の
別
館
、
三
十
六
所
」。
范
成
大
・
連
日
風
作
る
、
洞
庭
渡
る
可

か
ら
ず
。
赤
沙
湖
に
出
づ
「
三
十
六
湾
漲
痕
生
ず
」。
こ
こ
は
杜
牧
の
、
月
「
三
十
六
宮
秋
夜
深
し
」、
揚
州
韓
綽
判
官
に
寄
す
「
二
十
四
橋

明
月
夜
」
の
如
く
、
数
字
を
印
象
的
に
用
い
る
作
風
を
ま
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
幕
末
か
ら
明
治
初
め
の
漢
詩
人
、
森
春
濤
の
号
が
「
三
十
六

湾
髯
史
」。
居
住
し
た
岐
阜
の
長
良
川
が
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
名
付
け
た
ら
し
い
。
明
治
六
年
『
岐
阜
雑
詩
』
に
「
盈

盈
た
り
三
十
六
湾
の
水
」
と
あ
る
。「
湾
」
は
、
古
代
中
国
で
は
河
川
の
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
に
使
う
が
、
こ
こ
で
は
宍
道
湖
の
入
江
、
し
た

が
っ
て
港
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

し
ま

し
げ
か
い

３３

島

重
養

こ
ぎ

し
ん
ぢ

う
み

は
や
ふ
ね

る

ひ

と
き

が

え

ず

漕
つ
れ
し

宍
道
の
海
の

早
舟
は

あ
る
ゝ
日
な
み
も

時
を
た
か
へ
す

二
二



【
訳
】
並
ん
で
漕
い
で
く
る
宍
道
湖
の
早
舟
は
、
ど
ん
な
荒
れ
た
天
候
で
も
、
遅
れ
ず
に
や
っ
て
く
る
（
そ
れ
な
の
に
あ
な
た
と
来
た
ら
、

約
束
を
破
っ
て
ば
か
り
）。

【
注
】
漕
つ
れ
し
―
石
清
水
社
歌
合
「
松
の
戸
に
明
暮
ぞ
見
る
漕
ぎ
連
れ
て
北
山
本
を
過
ぐ
る
河
船
」。「
つ
れ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
男

女
の
恋
愛
の
意
を
潜
め
た
か
。

早
舟
―
は
や
ふ
ね
、
ま
た
は
は
や
ぶ
ね
。
船
足
の
速
い
小
舟
。
大
江
朝
綱
「
大
島
に
水
を
運
び
し
早
舟

の
早
く
も
人
に
あ
ひ
み
て
し
が
な
」。
江
戸
時
代
の
早
船
は
、
軍
船
や
廻
船
等
、
多
く
の
人
夫
が
漕
ぐ
比
較
的
大
型
の
高
速
船
を
指
す
名
称

に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
時
を
違
え
ず
運
行
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
た
だ
、
明
治
初
期
、
海
運
の
発
達
に
よ
り
、

大
き
な
定
期
蒸
気
船
が
、
宍
道
湖
や
大
橋
川
を
出
入
り
し
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
そ
の
よ
う
な
新
時
代
の
時
間
に
正
確
な
大
型
船
を

思
い
浮
か
べ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
ゝ
―
伊
勢
「
風
吹
け
ば
生
田
の
浦
の
幾
た
び
か
荒
る
る
心
を
人
に
見
す
ら
む
」。
正
徹
「
荒

る
る
日
の
湊
入
り
く
る
友
舟
は
数
限
り
な
き
雪
の
苫
葺
き
」。

日
な
み
―
日
並
み
は
、
本
来
は
毎
日
の
意
。
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌「
急

ぎ
立
つ
日
並
み
の
御
狩
雪
深
し
交
野
の
小
野
の
冬
の
曙
」。
俗
に
、
日
の
吉
凶
、
天
候
の
よ
し
あ
し
の
意
味
と
な
っ
た
。
こ
こ
は
お
そ
ら
く

俗
っ
ぽ
い
措
辞
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
を
た
か
へ
す
―
俊
成「
秋
毎
に
時
を
違
へ
ず
来
る
雁
は
よ
よ
に
つ
か
ふ
る
心
あ
る
ら
し
」。

他
の
物
が
、
時
刻
や
約
束
を
守
る
の
に
と
詠
ん
で
、
恋
人
が
逢
瀬
に
や
っ
て
こ
な
い
不
実
を
暗
に
な
じ
る
の
は
、
和
歌
の
常
套
。

ま
つ
い
の
ぶ
ま
さ

３４

松
井
言
正

ぎ
よ

し
ん
ぢ

う
み

つ
き

き
み
が

ち
と
せ

さ
か
い
な
り

い
さ
清
き

宍
道
の
湖
に

て
る
月
は

君
か
千
年
の

境
也
け
り

【
訳
】
透
き
通
る
よ
う
な
宍
道
湖
に
万
古
不
変
に
照
る
月
、
こ
の
風
景
こ
そ
、
清
ら
か
な
気
持
ち
で
千
年
も
万
年
も
生
き
続
け
る
あ
な
た
の

境
地
を
象
徴
す
る
も
の
な
の
だ
と
思
い
ま
す
（
こ
の
風
景
の
よ
う
な
高
雅
な
境
地
で
長
生
き
さ
れ
ま
す
よ
う
に
）。

【
注
】
い
さ
清
き
―
潔
し
。「
い
さ
（
甚
だ
の
意
か
）」
＋
「
清
し
」
と
分
解
で
き
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
表
記
し
た
か
。
汚
れ
が
な
い
。
清

浄
だ
。
本
来
は
、
人
格
の
高
潔
に
対
し
て
で
は
な
く
て
、
景
色
の
清
ら
か
さ
に
対
し
て
言
う
。
行
尊
「
い
さ
ぎ
よ
き
空
の
景
色
を
た
の
む
か

な
我
惑
は
す
な
秋
の
夜
の
月
」。
梁
塵
秘
抄
「
瑠
璃
の
浄
土
は
い
さ
ぎ
よ
し
」。

ち
と
せ
―
古
今
集
「
渡
つ
海
の
浜
の
真
砂
を
数
え
つ
つ

君
が
ち
と
せ
の
有
り
数
に
せ
む
」。
長
寿
を
祈
り
、
寿
ぐ
際
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
歌
語
。

君
―
本
書
刊
行
と
同
時
期
の
明
治
十
三
年（
一

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）

二
三



八
八
〇
）
に
、
後
の
国
歌
と
な
る
「
君
が
代
」
が
作
曲
さ
れ
た
の
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
す
で
に
「
君
」
と
言
え
ば
、
天
皇
を
連
想
す

る
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
読
み
手
の
受
け
と
め
方
は
と
も
か
く
、
作
り
手
は
、
特
定
の
相
手（
恋
人
、
目
上
の
人
）に
対
し
て
、

長
寿
を
祈
る
気
持
ち
を
こ
の
歌
に
こ
め
た
の
だ
と
訳
者
は
考
え
る
。
本
書
全
体
に
、
天
皇
崇
拝
の
趣
が
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。
或
い
は
、
島

重
養
の
作
を
受
け
て
、
万
古
不
変
の
恋
情
を
宍
道
湖
と
月
と
に
託
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
和
歌
で
は
、
月
は
満
ち
欠
け
す
る
、

当
て
に
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
。「
千
年
の
境
」
は
「
千
年
の
坂
」
を
意
識
す
る
か
。
千
年
の
歳
月

を
過
ご
す
こ
と
を
坂
を
越
え
る
こ
と
に
た
と
え
て
い
っ
た
語
。
古
今
集
・
賀
の
う
た
「
ち
は
や
ぶ
る
神
や
き
り
け
む
つ
く
か
ら
に
千
年
の
坂

も
越
え
ぬ
べ
ら
な
り
」。

境
―
（
境
界
に
囲
ま
れ
た
）
場
所
。
家
隆
「
な
が
む
れ
ば
越
え
来
し
峰
も
埋
も
れ
て
雲
ぞ
都
の
境
な
り
け
る
」。

さ
ら
に
は
す
ぐ
れ
た
境
地
、
世
界
。
徒
然
草
「
二
つ
の
わ
ざ
、
や
う
や
う
境
に
入
り
け
れ
ば
」。

は

せ
が
わ
た
つ
え

３５

長
谷
川
龍
衛

さ

ひ

め
や
ま

お
ほ（
お
）
が
み
や
ま

と
ほ

お

う

み
づ
（
ず
）
う
み

佐
比
売
山

大

神
山
も

遠
し
ろ
く

た
か
ね
う
つ
せ
る

意
宇
の

湖

【
訳
】
三
瓶
山
、
そ
れ
か
ら
大
山
も
、
遠
く
白
く
、
そ
の
壮
大
な
高
峰
を
水
面
に
映
し
て
い
る
、
こ
の
宍
道
湖
よ
。

【
注
】
佐
比
売
山
―
石
見
国
三
瓶
山
の
古
名
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の
国
引
き
神
話
に
「
か
く
て
堅
め
立
て
し
杭
（
か
し
）
は
、
石
見
の
国

と
出
雲
の
と
の
境
な
る
、
名
は
佐
比
売
山
な
り
」
と
あ
ら
わ
れ
る
。
大
田
市
に
佐
比
売
山
神
社
が
あ
る
。

大
神
山
―
伯
耆
国
大
山
。
国

引
き
神
話
で
は
「
火
神
岳
（
ほ
が
み
だ
け
）」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
後
に
大
神
山
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
延
喜
式
』
に
大
神
山

神
社
あ
り
（
米
子
市
に
現
存
）。「
お
ほ
か
み
や
ま
」
と
清
ん
で
読
ま
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

遠
し
ろ
く
―
大
き
く
て
り
っ
ぱ
で

あ
る
。
雄
大
で
あ
る
。
山
部
赤
人
「
明
日
香
（
あ
す
か
）
の
古
き
京
師
（
み
や
こ
）
は
山
高
み
河
と
ほ
し
ろ
し
」。「
と
ほ
し
ろ
し
」
の
原
義

に
つ
い
て
は
、「
大
」（
賀
茂
真
淵
）、「
は
っ
き
り
し
て
い
る
」（
本
居
宣
長
）
等
の
説
が
有
力
で
、
作
者
も
当
然
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
「
遠
く
白
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
兼
ね
て
、
積
雪
で
白
く
見
え
る
山
を
描
写
し
て
い
る
か
。
橋
本
進
吉
「
と
ほ
し
ろ
し
考
」
参
照
。

た
か
ね
―
山
部
赤
人
「
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
真
白
に
ぞ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
」。

う
つ
せ
る
―
経
信
「
誰
と
か

や
姿
映
せ
る
池
水
は
我
が
面
影
に
去
ら
じ
と
を
知
れ
」。

二
四



＊
佐
比
売
を
女
神
、
大
神
を
男
神
と
考
え
て
、
恋
の
気
分
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
つ
え

ば
い
け
い

３６

松
江

梅
圭

く
も

つ
き

き
ほ
（
お
）
い

し
し
ぢ
（
じ
）
う
み

雲
ぬ
け
る

月
の
勢

ひ
や

猪
道
湖

【
訳
】
宍
道
湖
上
で
、
覆
わ
れ
て
い
た
雲
を
突
き
抜
け
て
あ
ら
わ
れ
る
月
の
勢
い
が
す
ご
い
。
そ
の
名
も
猪
の
通
る
道
と
い
う
意
味
の
「
宍

道
湖
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
猛
烈
な
速
さ
だ
。

【
注
】
梅
圭
―
姓
は
曲
川
と
同
じ
山
内
ら
し
い
が
、
不
詳
。
風
流
新
誌
第
一
号
「
寒
さ
に
も
扇
ひ
ろ
げ
て
御
万
歳
」。
同
第
二
号
「
喰
ひ
も

せ
で
愛
せ
ら
る
ゝ
や
小
殿
原
」。

雲
ぬ
け
る
―
「
ぬ
け
る
」
は
口
語
文
法
に
よ
る
。

勢
ひ
―
字
数
か
ら
言
っ
て
、「
い
き
ほ
ひ
」
で
は

な
く
「
き
ほ
ひ
」。
強
い
勢
い
。
気
勢
。
も
と
は
「
き
お
（
競
）
ふ
」
の
連
用
形
の
名
詞
化
。
優
劣
、
強
弱
、
先
後
な
ど
を
争
う
こ
と
。
は

り
あ
い
。
源
氏
物
語
・
若
菜
上
「
か
か
る
き
ほ
ひ
に
は
、
慕
ふ
や
う
に
、
心
あ
わ
た
だ
し
」。

猪
道
湖
―
宍
道
湖
。
わ
ざ
わ
ざ
「
猪
」
の

字
で
表
記
し
た
か
ら
に
は
、「
し
ん
ぢ
」
と
読
む
の
で
は
な
く
、「
し
し
ぢ
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
、「
宍
道
郷
」

の
訓
は
、「
し
し
ぢ
の
さ
と
」
に
な
っ
て
い
る
。「
し
し
ぢ
」
の
由
来
が
、
猪
が
通
っ
た
道
だ
か
ら
だ
と
い
う
語
源
説
も
『
出
雲
国
風
土
記
』

に
載
っ
て
い
る
。
本
書
の
「
猪
石
」、「
犬
石
」
の
項
に
詳
し
い
。
月
が
天
空
を
渡
っ
て
い
く
速
さ
を
、
猪
突
猛
進
と
関
連
づ
け
た
の
で
あ
ろ

う
。
天
空
の
雲
や
月
が
、
宍
道
湖
の
水
面
に
も
映
っ
て
い
る
さ
ま
を
詠
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
猪
と
は
違
う
が
、
歌
舞
伎
の
演
目
で
、

雄
壮
な
獅
子
舞
で
あ
る
「
勢
獅
子
（
き
お
い
じ
し
）」
も
意
識
す
る
か
。
そ
う
な
ら
ば
、
勢
獅
子
の
よ
う
な
月
と
い
う
意
を
、
語
順
を
変
え

て
潜
ま
せ
た
面
白
さ
を
狙
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
季
語

月
（
秋
）。

み

い

○
御
井

い
ず
も
ぐ
ん

し
も
な
お
え
む
ら

み

い
じ
ん
じ
や
け
い
が
い

さ
ん
せ
い

い
つ

ほ
う
よ
ん
し
や
く

い
つ

ほ
う
ご
し
や
く

い
つ

ほ
う
さ
ん
し
や
く

と
も

せ
い
か
ん

た
だ
は
ん
り

出
雲
郡
、
下
直
江
村
、
御
井
神
社
境
外
ニ
三
井
ア
リ
。
一
ハ
方
四
尺
、
一
ハ
方
五
尺
、
一
ハ
方
三
尺
ニ
シ
テ
。
共
ニ
井
幹
ナ
シ
。
唯
藩
籬

こ

め
ぐ

じ
ん
だ
い

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

い
な
ば

や
が
み
ひ
め

め
と

む
す
び

さ
と

お
い

こ
の
ま
た
の
か
み

う

こ

す
な
わ

か
み

う
ぶ

ゆ

ゐ（
い
）

ノ
之
レ
ヲ
繞
ル
ノ
ミ
。
神
代
、
大
己
貴
命
、
稲
葉
八
上
姫
ヲ
娶
リ
、
結
ノ
里
ニ
於
テ
木
俣
神
ヲ
産
ム
。
是
レ
ハ
則
チ
神
ノ
産
湯
井
ナ

ま
こ
と

れ
い
す
い

う

べ

リ
。
実
ニ
霊
水
ト
イ
フ
ヘ
シ
。

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）

二
五



【
訳
】
出
雲
郡
の
下
直
江
村
の
御
井
神
社
の
周
囲
に
三
つ
の
井
戸
が
あ
る
。
一
つ
は
四
尺
（
一
・
二
メ
ー
ト
ル
）
四
方
、
一
つ
は
五
尺
（
一
・

五
メ
ー
ト
ル
）
四
方
、
一
つ
は
三
尺
（
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
）
四
方
で
、
ど
れ
も
井
桁
は
付
い
て
お
ら
ず
、
た
だ
生
け
垣
だ
け
が
ま
わ
り
を
囲
っ

て
い
る
。
神
話
時
代
、
大
己
貴
命
（
大
国
主
命
）
が
稲
葉
八
上
姫
と
結
婚
し
、
八
上
姫
は
こ
の
近
く
の
結
の
里
で
木
俣
神
を
出
産
し
た
。
こ

れ
ら
の
井
戸
こ
そ
が
、
木
俣
神
の
産
湯
に
使
っ
た
井
戸
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
く
す
し
き
水
と
称
す
る
に
値
す
る
。

【
注
】
御
井
―
『
古
事
記
』「
故
其
の
八
上
比
売
は
率
て
來
つ
る
と
雖
ど
も
、
其
の
嫡
妻
、
須
世
理
毘
売
を
畏
み
て
、
其
の
生
み
し
子
を
木
の

俣
に
刺
し
狹
み
て
返
り
き
。
故
、
其
の
子
の
名
を
木
俣
の
神
と
云
い
、
ま
た
の
名
を
御
井
の
神
と
謂
う
」。

下
直
江
村
―
今
の
出
雲
市
斐

川
町
直
江
。

御
井
神
社
―
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
名
あ
り
。
式
内
社
。『
雲
陽
誌
』（
元
禄
頃
）
出
雲
郡
・
上
（
下
の
間
違
い
か
）
直
江
・

御
井
社
「
大
己
貴
命
の
御
子
木
俣
（
き
ま
た
）
神
を
ま
つ
る
。
延
喜
式
、
風
土
記
に
御
井
（
み
い
の
）
社
と
書
せ
り
。
旧
記
に
大
己
貴
命
稻

葉
八
上
姫
を
娶
て
結
之
里
に
て
此
の
神
を
誕
生
し
た
ま
ふ
。
産
湯
の
井
あ
り
。
故
に
御
井
と
書
た
り
。
本
社
は
田
間
の
小
山
に
あ
り
。
祭
礼

九
月
九
日
な
り
」。

三
井
―
現
在
、「
生
井
（
い
く
い
）」、「
福
井
（
さ
く
い
）」、「
綱
長
井
（
つ
な
が
い
）」
が
、
神
社
の
周
囲
に
散
在
し
、

整
備
、
修
復
さ
れ
て
い
る
。「
御
井
（
み
い
）」
に
合
わ
せ
て
「
三
井
（
み
い
）」
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
逆
な
の
か
、
あ
る
い
は
関

係
は
な
い
の
か
、
不
明
。
方
四
尺
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
の
井
戸
に
当
た
る
か
も
、
蓋
に
蔽
わ
れ
て
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

井
幹

―
「
井
韓
」
と
も
書
く
。
井
桁
の
こ
と
。
張
衡
・
西
京
賦
「
井
幹
畳
な
り
て
而
し
て
百
層
な
り
」。

藩
籬
―
竹
で
編
ん
だ
か
き
ね
の
こ
と
。

陸
機
・
辨
亡
論
「
城
池
に
藩
籬
之
固
き
無
し
」。

神
代
―
ま
た
は
、「
か
み
よ
」。
漢
文
訓
読
調
の
文
章
な
の
で
、
音
読
み
を
し
た
。
人
の

世
に
先
立
つ
時
代
。
神
武
天
皇
以
前
。

結
の
里
―
現
在
も
、
直
江
町
、
御
井
神
社
の
付
近
に
「
結
」
の
地
名
あ
り
。
先
に
引
用
し
た
『
雲

陽
誌
』
の
記
述
参
考
。

木
俣
神
―
き
ま
た
、
き
の
ま
た
等
の
読
み
も
あ
る
が
、
和
歌
で
用
い
る
と
き
は
「
こ
の
ま
た
の
か
み
」
と
読
む

の
が
、
聞
い
て
快
い
と
思
う
。

産
湯
井
―
「
う
ぶ
ゆ
の
ゐ
」
と
読
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
漢
語
で
は
な
く
、
和
語
。
日
本
で
は
、

各
地
の
名
水
が
、
歴
史
上
の
著
名
人
物
の
産
湯
に
比
定
さ
れ
、
名
所
に
な
る
こ
と
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。『
日
本
書
紀
』
の
反
正
（
瑞
齒
別
）

天
皇
の
条
で
も
「
天
皇
初
め
淡
路
の
宮
に
生
ま
る
。
生
れ
な
が
ら
に
し
て
歯
は
一
骨
の
如
し
。
容
姿
美
麗
な
り
。
是
に
井
有
り
。
瑞
井
と
曰

う
。
則
ち
之
を
汲
み
て
太
子
を
洗
う
。
時
に
多
遲
の
花
、
井
中
に
有
り
。
因
り
て
太
子
の
名
と
為
す
也
」
と
、
井
戸
を
産
湯
に
つ
か
っ
た
こ

と
が
書
い
て
あ
る
。
淡
路
島
産
宮
神
社
に
は
、
今
で
も
こ
の
時
の
井
戸
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

霊
水
―
神
仏
の
加
護
を
受
け
て
、
病
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気
治
癒
、
安
産
な
ど
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
水
。
蘇
軾
・
再
び
径
山
に
遊
ぶ
「
霊
水
先
に
除
く
眼
界
の
花
た
る
を
」。

み
し
ま
う
ん
か
い

３７

三
島
雲
�

神
跡
猶
伝
御
井
名
、
苔
甃
緑
湿
水
盈
々
。
荒
垣
今
日
無
人
補
、
立
聴
青
蛙
喚
雨
声
。

し
ん
せ
き
な

つ
た

み

い

な

た
い
し
ゆ
う
み
ど
り
う
る
お

み
ず
え
い
え
い

こ
う
え
ん
こ
ん
に
ち
ひ
と

お
ぎ
な

な

た

き

せ
い
あ
あ
め

よ

こ
え

【
訓
読
】
神
跡
猶
お
伝
う
御
井
の
名
、
苔
甃
緑
湿
い
水
盈
々
た
り
。
荒
垣
今
日
人
の
補
う
無
し
、
立
ち
な
が
ら
聴
く
青
蛙
雨
を
喚
ぶ
声
。

【
訳
】
木
俣
神
の
降
臨
さ
れ
た
名
残
と
し
て
、「
御
井
」
神
社
の
名
前
が
今
な
お
の
こ
っ
て
い
る
。
苔
の
生
え
た
井
戸
の
敷
石
は
、
緑
色
に
濡

れ
て
、
水
を
満
々
と
た
た
え
て
い
る
。
現
在
、
荒
れ
た
塀
は
誰
も
修
理
を
せ
ぬ
ま
ま
に
ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
る
。
独
り
私
は
立
ち
尽

く
し
て
、
蛙
た
ち
が
雨
の
降
る
の
を
誘
う
か
の
よ
う
に
、
鳴
き
声
を
あ
げ
る
の
を
聞
く
の
で
あ
る
。

【
注
】
神
跡
―
神
の
足
跡
。
神
の
事
蹟
が
残
し
た
も
の
。
水
経
注
・
肥
水
「
東
北
し
て
神
跡
亭
を
逕
す
」。
大
唐
西
域
記
・
八
国
「
威
霊
潜

被
し
、
神
跡
照
明
す
」。

御
井
―
漢
語
と
し
て
は
、
皇
帝
の
使
用
す
る
宮
中
の
井
戸
と
い
う
意
味
に
な
る
。
蘇
晋
・
張
説
の
巡
辺
す
る
を

送
る
「
池
は
分
か
つ
御
井
の
蓮
」。

苔
甃
―
甃
は
い
し
だ
た
み
で
は
な
く
、
井
戸
の
敷
き
瓦
の
こ
と
。
権
徳
輿
・
暎
師
の
本
寺
に
帰
る
を

送
る
「
苔
甃
桐
華
落
つ
」。
た
だ
し
、
甃
は
仄
声
で
、
平
仄
が
合
わ
な
い
。
愁
（
平
声
）
と
混
乱
し
た
か
。
あ
る
い
は
同
義
の
磚
（
平
声
）
の

あ
や
ま
り
か
。

緑
湿
―
温
庭
�
・
春
洲
曲
「
緑
湿
い
紅
鮮
や
か
に
し
て
水
容
は
媚
ぶ
」。

水
盈
々
―
陸
亀
蒙
・
聖
姑
廟
「
渺
渺
た
る

洞
庭
水
盈
盈
た
り
」。
白
居
易
・
除
官
し
て
闕
に
赴
く
、
偶
ま
微
之
に
贈
る
「
一
水
盈
盈
と
し
て
道
通
ぜ
ず
」。

荒
垣
―
垣
は
本
来
土
塀

の
意
味
だ
が
、
こ
こ
は
由
緒
に
あ
る
「
藩
籬
（
か
き
ね
）」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
邵
雍
・
天
津
事
に
感
ず
「
荒
垣
壊
堵
人
の
耕
す
処
、
半
ば

は
是
れ
前
朝
の
卿
相
の
家
」。

無
人
補
―
補
は
、
補
修
。
も
と
の
完
全
な
形
に
戻
す
こ
と
。
呉
偉
業
・
文
園
公
に
贈
る
「
曲
終
わ
り
哀
怨

人
の
補
う
無
し
」。

立
聴
―
立
ち
尽
く
し
て
ぼ
う
っ
と
し
て
聴
く
こ
と
。
賈
島
・
蝉
を
聞
く
、
感
懐「
覚
え
ず
立
ち
て
聴
く
無
限
の
時
」。

青
蛙
―
み
ど
り
い
ろ
の
蛙
。
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
。
韓
愈
・
盆
池
「
一
夜
青
蛙
鳴
い
て
暁
に
到
る
」。

喚
雨
―
中
国
の
俗

諺
で
は
、
鳩
が
鳴
け
ば
雨
が
降
る
。
陸
�
・
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
・
宛
彼
鳴
鳩
「
�
鳩
は
、
灰
色
、
繍
項
無
し
。
陰
な
ら
ば
則
ち
其
の
匹

を
屏
逐
し
、
晴
な
ら
ば
則
ち
之
を
呼
ぶ
。
語
に
曰
く
、
天
将
に
雨
降
ら
ん
と
す
る
や
、
鳩
婦
を
逐
う
」。
詩
語
で
は
、「
鳩
喚
雨
」
等
の
形
で

用
い
る
。
欧
陽
修
・
山
斎
戯
書
絶
句
二
首
其
一
「
麦
�
已
に
深
く
し
て
鳩
雨
を
喚
ぶ
」。
蘇
軾
・
子
由
の
子
瞻
将
に
�
南
太
平
�
の
渓
堂
に

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）
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如
き
て
読
書
せ
ん
と
す
る
を
聞
く
、
に
和
す
「
中
間
旱
�
に
罹
り
、
雨
を
喚
ぶ
鳩
を
学
ば
ん
こ
と
を
欲
す
」。
中
国
の
詩
で
は
、
蛙
と
雨
が

連
結
す
る
も
の
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
ま

し
げ
か
い

３８

島

重
養

こ
の
ま
た

か
み

う
ぶ
ゆ

え

み
ゐ（
い
）

ま
つ

し
た
み
づ（
ず
）

木
俣
の

神
の
産
湯
の

む
か
し
さ
へ

く
み
と
る
御
井
の

松
の
下

水

【
訳
】
木
俣
神
が
漬
か
っ
た
産
湯
を
古
代
も
こ
こ
か
ら
く
み
取
っ
て
い
た
と
い
う
、
眼
前
の
御
井
の
井
戸
。
水
が
わ
き
こ
ぼ
れ
て
、
松
の
木

の
下
を
人
知
れ
ず
流
れ
て
い
る
（
こ
の
井
戸
を
見
て
い
る
と
、
木
俣
神
を
棄
て
て
帰
っ
て
行
っ
た
、
八
上
媛
の
あ
れ
こ
れ
の
心
情
が
忍
ば
れ

る
こ
と
だ
）。

【
注
】
む
か
し
さ
へ
―
「
さ
へ
」
は
添
加
の
意
、
ま
で
も
。
現
在
も
水
を
汲
ん
で
い
る
が
、
上
代
も
、
と
い
う
気
持
ち
か
。
民
部
卿
家
歌
合

「
松
の
戸
に
独
り
な
が
め
し
昔
さ
へ
思
ひ
し
ら
る
る
有
明
の
月
」。
寂
蓮
「
知
ら
ざ
り
し
昔
さ
へ
こ
そ
恋
ひ
し
け
れ
た
け
ち
の
浦
の
月
を
な
が

め
て
」。

く
み
と
る
―
「
く
む
」
は
、
歌
語
と
し
て
用
い
る
が
、「
く
み
と
る
」
の
形
は
ま
れ
。
恐
ら
く
、『
日
本
書
紀
』
山
彦
・
海
彦
神

話
の
く
だ
り
（
一
本
）、「
時
に
豊
玉
姫
の
侍
者
有
り
て
、
玉
鋺
を
持
て
当
に
井
の
水
を
汲
ま
む
と
す
る
に
人
影
の
水
底
に
在
る
を
み
て
之
を

酌
み
取
る
も
得
ず
」
の
「
酌
み
取
る
」
等
を
意
識
し
て
、
古
代
風
の
言
葉
遣
い
を
し
た
の
だ
と
思
う
（
俗
語
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
）。「
く
む
」
に
は
人
の
心
を
斟
酌
す
る
の
意
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
井
戸
の
水
を
「
く
み
と
る
」
こ
と
と
、「
む
か
し
」

の
事
情
、
神
代
の
あ
り
さ
ま
を
あ
れ
こ
れ
「
く
み
と
る
」
こ
と
と
を
、
掛
け
て
い
る
と
訳
者
は
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
は
、
八
上
媛
と
大
国
主

命
の
恋
愛
と
そ
の
破
局
と
に
対
す
る
同
情
が
、
こ
の
歌
の
背
後
に
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
古
今
集
「
い
に
し
へ
の
野
中
の
清
水
ぬ
る
け
れ

ど
も
と
の
心
を
知
る
人
ぞ
く
む
」。

松
―
「
待
つ
」
と
の
掛
詞
。
八
上
媛
の
、
心
な
ら
ず
も
大
国
主
命
と
別
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

な
お
大
国
主
命
と
の
逢
瀬
を
「
待
つ
」
気
持
ち
。
ま
た
、
作
者
自
身
が
八
上
媛
の
心
情
を
、
時
代
を
隔
て
て
体
感
す
る
の
を
「
待
」
ち
こ
が

れ
る
気
持
ち
も
兼
ね
る
か
も
し
れ
な
い
。

下
水
―
物
の
陰
や
下
を
流
れ
る
水
。
新
古
今
「
岩
間
と
ぢ
し
氷
も
今
朝
は
と
け
そ
め
て
苔
の

下
水
道
も
と
む
ら
む
」。
和
歌
で
は
、
多
く
心
の
中
の
ひ
そ
か
な
思
い
を
比
喩
す
る
語
と
し
て
用
い
る
。
後
拾
遺
「
木
葉
散
る
山
の
下
水
う

づ
も
れ
て
流
れ
も
や
ら
ぬ
も
の
を
こ
そ
お
も
へ
」（
こ
の
歌
、
恋
に
分
類
さ
れ
る
）。
千
五
百
番
歌
合
「
さ
り
と
も
と
頼
む
心
の
深
け
れ
ば
な
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ほ
こ
の
暮
れ
も
松
の
下
水
」
も
、
こ
こ
と
同
じ
く
、「
松
」
と
「
待
つ
」
が
掛
詞
で
あ
り
、「
下
水
」
が
秘
め
た
恋
情
を
象
徴
し
て
い
る
。

し
ま
た

ず

お

３９

島
多
豆
夫

こ
の
ま
た

せ
み

う

げ

き
よ

み
ゐ（
い
）

ま

し
み
づ（
ず
）

木
俣
に

か
く
れ
て
蝉
の

は
ふ
か
け
も

う
つ
り
て
清
し

御
井
の
真
清
水

【
訳
】
木
の
枝
の
間
に
隠
れ
て
、
蝉
が
這
っ
て
い
る
。
そ
の
姿
さ
え
も
は
っ
き
り
水
面
に
映
っ
て
、
ま
す
ま
す
清
澄
透
明
に
感
じ
ら
れ
る
、

こ
の
御
井
の
井
戸
の
清
ら
か
こ
の
上
な
い
水
は
。

【
注
】
木
俣
―
昔
、
木
俣
神
が
棄
て
置
か
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
、
こ
の
木
の
ま
た
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
作
歌
の
き
っ
か
け
に
す
ぎ

ず
、
神
話
に
対
す
る
思
い
は
乏
し
い
で
あ
ろ
う
。

か
く
れ
て
―
順
徳
院
「
人
知
れ
ぬ
身
を
空
蝉
の
木
隠
れ
て
忍
べ
ば
袖
に
余
る
露
か
な
」

は
、
こ
の
歌
の
趣
向
に
近
い
で
あ
ろ
う
が
、
順
徳
院
の
は
「
空
蝉
（
蝉
の
抜
け
殻
）」
で
あ
り
、
こ
れ
は
眼
前
の
描
写
に
興
味
が
あ
っ
て
、

特
に
蝉
に
何
か
の
感
情
を
託
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
思
う
。
蝉
と
い
え
ば
、
空
蝉
、
蝉
の
衣
、
蝉
の
声
等
が
伝
統
文
学
の
材
料
と
な
る
が
、

こ
の
歌
は
、
蝉
が
這
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
、
常
套
を
脱
し
た
新
味
を
だ
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

は
ふ
―
這
う
。
歌
語
と
し
て

は
余
り
用
い
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
、
蝉
が
這
う
は
、
新
奇
な
詠
み
方
な
の
で
あ
ろ
う
。

う
つ
り
て
―
親
隆
「
鏡
を
ば
差
し
置
く
こ
と
や

無
か
ら
ま
し
恋
し
き
人
の
影
う
つ
り
せ
ば
」
等
、
何
か
の
影
が
映
る
こ
と
は
、
恋
と
関
連
し
て
よ
く
詠
ま
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
裏
の
意
味
は

あ
る
ま
い
。
掛
詞
等
も
考
え
な
く
て
よ
い
と
思
う
。

御
井
の
真
清
水
―
お
そ
ら
く
、『
万
葉
集
』・
藤
原
宮
御
井
歌「
・
・
・
水
許
曽
婆
、

常
尓
有
米
、
御
井
之
清
水
」（
み
づ
こ
そ
ば
、
つ
ね
に
あ
ら
め
、
み
ゐ
の
ま
し
み
づ
。
賀
茂
真
淵
の
『
万
葉
考
』
訓
に
よ
る
。
清
水
は
「
き
よ

み
づ
」
等
の
異
訓
あ
り
）
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
真
清
水
」
は
歌
語
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
こ
の
歌
と
雰
囲
気
が
相

通
ず
る
も
の
も
多
い
。
隆
源
「
真
清
水
の
見
れ
ば
涼
し
く
覚
え
つ
つ
結
ば
で
た
だ
に
く
ら
し
つ
る
か
な
」。
花
園
左
大
臣
家
小
大
進
「
真
清

水
に
扇
も
夏
も
忘
ら
れ
て
や
や
肌
寒
し
蝉
の
羽
衣
」。
玉
葉
集
「
影
映
す
庭
の
真
清
水
結
ぶ
手
の
滴
も
月
も
袖
に
涼
し
き
」。
俊
成
「
浅
ま
し

や
袖
ぬ
れ
て
こ
そ
結
び
し
か
ま
だ
影
見
せ
ぬ
宿
の
真
清
水
」。

＊
島
重
養
の
作
が
、
神
話
を
題
材
に
し
、
あ
か
ら
さ
ま
な
恋
の
思
わ
せ
ぶ
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
分
は
、
眼
前
の
描
写
と
、
井
戸
の
清

水
自
体
を
詠
む
こ
と
に
徹
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
木
俣
」
と
「
御
井
」
は
、
神
話
世
界
を
枠
組
み
と
し
て
使
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
往
事
を
懐

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）
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古
す
る
風
は
乏
し
い
。
無
理
に
恋
の
気
持
ち
を
深
読
み
す
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。

い
ん
よ
う
せ
き

○
陰
陽
石

あ
い
か
ぐ
ん

こ
う
ら

と
も

て
ん
ね
ん

き
よ
が
ん

よ
う
せ
き

た
か

い
ち
じ
ょ
う

か
い
じ
よ
う

い
ん
せ
き

た
か

に
じ
よ
う

か
い
が
ん

あ

い

秋
鹿
郡
、
古
浦
ニ
ア
リ
。
偕
ニ
天
然
ノ
巨
岩
ニ
シ
テ
、
陽
石
ノ
高
サ
一
丈
、
海
上
ニ
ア
リ
、
陰
石
ノ
高
サ
二
丈
、
海
岸
ニ
ア
リ
テ
、
相
ヒ

た
い
じ

そ
の
へ
だ
た

こ
と

お
よ

じ
つ
け
ん

ほ
く
ふ
う
き
し

う
つ

す
い
は

な

よ
う
せ
き

か

ぶ

か
い
た
い

ば
い
か
く

ま
と
い

い
ん
せ
き

じ
よ
う
ぶ

ろ

い

対
峙
ス
。
其
距
ル
事
、
凡
ソ
十
間
。
北
風
岸
ヲ
打
テ
、
水
波
鳴
ル
。
陽
石
ノ
下
部
ニ
、
海
苔
、
貝
殻
ヲ
纏
ヒ
、
陰
石
ノ
上
部
ニ
、
蘆
葦
、

て
き
す
い

お

ぶ

け
い
じ
よ
う
あ
た
か

ぎ
よ
く
け
い
ぎ
よ
く
も
ん

ご
と

や
し
ろ

い

ざ
な
ぎ

い

ざ
な
み

に
そ
ん

ま
つ

滴
水
ヲ
帯
フ
。
形
状
恰
モ
玉
茎
玉
門
ノ
如
シ
。
社
ア
リ
テ
伊
弉
諾
、
伊
弉
冊
ノ
二
尊
ヲ
祭
ル
。

【
訳
】
陰
陽
石
は
、
秋
鹿
郡
古
浦
に
あ
る
。
二
つ
と
も
自
然
に
出
来
た
大
岩
で
あ
り
、
陽
石
の
高
さ
は
一
丈
（
三
メ
ー
ト
ル
）
で
海
中
に
聳

え
、
陰
石
の
高
さ
は
二
丈
（
六
・
一
メ
ー
ト
ル
）
で
海
岸
に
立
ち
、
お
互
い
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
両
者
の
距
離
は
お
よ
そ
十
間
（
一
八
・
二

メ
ー
ト
ル
）。
北
風
が
海
岸
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
、
波
の
音
が
轟
く
。
陽
石
の
下
部
に
は
、
海
苔
が
広
が
り
、
貝
殻
を
そ
の
上
に
沢
山
つ
け
て

い
る
。
陰
石
の
上
部
に
は
、
ア
シ
が
生
え
て
い
て
、
わ
き
水
の
滴
に
し
と
ど
に
濡
れ
て
い
る
。
形
状
は
、
ま
る
で
男
性
器
、
女
性
器
の
よ
う

だ
。
神
社
が
あ
っ
て
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
を
祭
っ
て
い
る
。

【
注
】陰
陽
石
―
陽
石
は
現
在
古
浦
海
水
浴
場
の
西
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
男
島
。陰
石
は
そ
の
南
に
位
置
す
る
海
岸
上
の
巨
石
。

『
雲
陽
誌
』
秋
鹿
郡
古
浦
の
条
に
「
男
島
明
神

海
中
の
西
の
島
に
あ
り
。
伊
弉
諾
命
を
ま
つ
る
。
社
二
尺
四
方
、
祭
三
月
朔
日
」
と
あ
る
。

陸
上
か
ら
は
、
近
づ
き
に
く
く
、
挿
絵
の
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
海
上
か
ら
見
物
し
た
ら
し
い
。
明
治
期
は
、
日
本
海
の
海
上
交
通
が
盛
ん
で

あ
っ
た
か
ら
、
古
浦
や
恵
曇
港
を
訪
れ
る
際
の
目
印
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
宮
武
外
骨
『
猥
褻
風
俗
史
』（
雅
俗
文
庫

明
治
四
十
四
年
）
に

は
、『
出
雲
名
勝
摘
要
』
の
書
名
と
こ
の
由
緒
と
次
の
島
重
養
の
和
歌
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
知
る
人
ぞ
知
る
景
物
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
日
本
各
地
に
陰
陽
石
の
類
い
は
多
い
。
ち
な
み
に
中
国
に
も
陰
陽
石
の
名
は
あ
る
。（『
水
経
注
』
夷
水
。
形
状
不
明
）。

対

峙
―
水
経
注
・
資
水
「
県
の
左
右
二
岡
対
峙
す
」。

海
苔
貝
殻
を
纏
ひ
―
下
句
と
対
の
関
係
に
あ
る
の
で
わ
ざ
と
音
読
み
を
し
た
。
海

苔
は
『
本
草
』
に
あ
る
。

蘆
葦
滴
水
を
帯
ぶ
―
古
浦
の
海
岸
に
は
、
岩
山
が
迫
っ
て
い
て
、
わ
き
水
が
し
た
た
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
或

い
は
海
水
の
し
ぶ
き
も
含
ま
れ
る
か
。
蘆
葦
は
、
ア
シ
で
あ
る
が
、
海
岸
の
岩
に
生
え
得
る
も
の
か
ど
う
か
、
不
審
。
ア
シ
状
の
細
長
い
茎

を
も
っ
た
植
物
の
こ
と
か
。
劉
禹
錫
・
晩
に
牛
渚
に
泊
ま
る
「
蘆
葦
晩
風
起
つ
」。

杜
牧
・
沈
学
士
張
歌
人
に
贈
る
「
光
明
に
し
て
滴
水

三
〇



円
か
な
り
」。

岸
を
打
つ
―
杜
甫
・
江
南
鄭
典
設
を
懐
う
有
り
「
乱
波
分
披
と
し
て
已
に
岸
を
打
つ
」。

玉
茎
、
玉
門
―
共
に
漢
語
。

日
本
で
も
、
十
世
紀
の
『
和
名
抄
』
や
十
一
世
紀
の
『
医
心
方
』
に
見
え
る
由
緒
正
し
い
語
。

伊
弉
諾
、
伊
弉
冊
―
先
に
引
用
し
た
『
雲

陽
誌
』（
元
禄
頃
）
で
は
、
伊
弉
諾
の
神
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
陰
陽
石
と
称
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
時
期
に
は
男
女
両
神
を
祭
っ
て

い
た
か
。「
伊
弉
冊
」
の
「
冊
」
は
、
本
来
「
冉
」
に
作
る
べ
き
だ
が
、
日
本
で
は
、
古
来
、
両
字
は
混
用
さ
れ
て
い
る
。

し
ま

し
げ
か
い

４０

島

重
養

ず

か

か
た

な

り

い
し

わ

い
し

お
の
づ
か
ら

か
ゝ
る
形
ち
も

な
り
�
�
て

な
り
あ
ま
る
石

な
り
あ
は
ぬ
石

【
訳
】
自
然
と
こ
ん
な
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
な
あ
。「
な
り
な
り
て
な
り
あ
ま
る
」
陽
石
と
「
な
り
な
り
て
な
り
あ
わ
ぬ
」
陰
石

と
は
。

【
注
】
お
の
づ
か
ら
―
古
事
記
「
是
の
後
に
生
れ
し
五
柱
の
男
子
は
物
実
我
が
物
に
因
り
て
成
れ
り
。
故
、
自
ら
吾
が
子
ぞ
」。
固
い
言
葉

な
の
で
、
歌
語
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
上
古
風
を
粧
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

か
か
る
―
「
か
か
り
」
は
、「
斯
く
あ
り
」

が
縮
ま
っ
た
も
の
。
万
葉
調
の
固
い
言
葉
。
大
伴
旅
人「
事
も
無
く
生
き
来
し
も
の
を
老
い
な
み
に
か
か
る
恋
に
も
わ
れ
は
あ
へ
る
か
も
」。

ま
さ
か
、
こ
ん
な
事
が
あ
ろ
う
と
は
、
と
い
う
驚
き
の
気
持
ち
が
背
後
に
あ
る
言
葉
。

か
た
ち
―
歌
語
で
は
、
容
貌
の
意
で
し
ば
し
ば

使
わ
れ
る
が
、
こ
こ
は
形
状
や
姿
。
日
本
書
紀
「
時
に
、
天
地
の
中
に
一
物
生
れ
り
。
状
（
か
た
ち
）
葦
牙
の
如
し
」。
こ
れ
も
上
古
風
。

な
り
な
り
て
・
・
・
―
い
う
ま
で
も
な
く
、
古
事
記
の
所
謂
国
土
生
成
の
段
の
、
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
と
の
間
で
行
わ
れ
た
み
と
の
ま

ぐ
わ
い
の
前
の
会
話
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
「
是
に
其
の
妹
、
伊
邪
那
美
の
命
に
問
い
て
曰
く
「
汝
が
身
は
如
何
に
か
成
り
つ

る
」。
答
え
て
「
吾
が
身
は
成
り
成
り
て
成
り
合
わ
ざ
る
処
一
処
在
り
」
と
白
し
き
。
爾
く
し
て
伊
邪
那
岐
の
命
、「
我
が
身
は
成
り
成
り
て

成
り
餘
れ
る
処
一
処
在
り
。
故
、
此
の
吾
が
身
の
成
り
餘
れ
る
処
を
以
ち
て
、
汝
が
身
の
成
り
合
わ
ざ
る
処
に
刺
し
塞
ぎ
て
國
土
を
生
み
成

さ
ん
と
お
も
う
。
生
む
こ
と
奈
何
」。
こ
の
、「
わ
が
み
は
な
り
な
り
て
な
り
あ
わ
ざ
る
と
こ
ろ
ひ
と
と
こ
ろ
あ
り
」
と
「
わ
が
み
は
な
り
な

り
て
な
り
あ
ま
れ
る
と
こ
ろ
ひ
と
と
こ
ろ
あ
り
」
と
を
う
ま
く
組
み
込
ん
だ
。
第
三
句
で
、「
形
ち
も
な
る
」
と
「
な
り
な
り
て
な
り
あ
ま

る
（
な
り
あ
は
ぬ
）」
の
両
義
を
接
続
し
た
修
辞
。
自
然
の
造
化
の
不
思
議
に
対
す
る
感
動
と
神
話
世
界
と
の
融
合
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
三
）
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う
。「
お
の
づ
か
ら
」
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
神
の
力
に
関
係
の
無
い
生
成
の
妙
を
詠
う
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
日
本
神
話
の
イ
ザ
ナ
ミ
、
イ
ザ

ナ
ギ
以
前
の
神
も
、
自
然
に
成
立
し
た
「
独
立
神
」
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
神
話
的
世
界
の
一
部
と
し
て
、
陰
陽
石
を
と
ら
え
て
い
る
と
考

え
た
い
。

ま
つ
え

き
よ
く
せ
ん

４１

松
江

曲
川

な
み

う

い
ん
よ
う
せ
き

は
つ
ひ

浪
に
そ
ふ

陰
陽
石
や

初
日
か
げ

【
訳
】
浪
の
そ
ば
で
、
夫
婦
が
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
い
る
陰
陽
石
。
そ
こ
に
、
今
年
初
め
て
の
日
の
光
が
当
た
る
。

【
注
】
そ
ふ
―
直
接
に
は
浪
に
寄
り
添
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
陽
石
、
陰
石
二
つ
の
石
が
仲
良
く
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
も
掛
け
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

初
日
か
げ
―
初
日
影
。
か
げ
は
光
、
日
光
の
こ
と
。
し
た
が
っ
て
初
日
と
同
意
。
本
来
は
「
ひ
か
げ
（
日
陰
）」
の
意
で
は
な

い
。
新
年
の
季
語
。
す
で
に
新
暦
も
定
着
し
た
時
期
で
あ
る
が
、
伝
統
的
な
俳
人
と
し
て
は
旧
暦
に
よ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
旧
作
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
利
牛
「
初
日
影
我
茎
立
と
つ
ま
れ
ば
や
」。
任
行
「
濡
い
ろ
や
大
か
は
ら
け
の
初
日
影
」。

＊
初
日
の
光
に
よ
っ
て
、
陽
石
は
陽
に
ふ
さ
わ
し
く
明
る
く
、
逆
に
陰
石
は
日
陰
に
な
っ
て
暗
く
見
え
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
お
も
し
ろ
さ
を

感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
陰
陽
五
行
説
や
日
本
神
話
に
見
ら
れ
る
万
物
創
成
の
伝
説
を
背
景
に
、
新
し
い
年
の
は
じ
ま
り
の
気
運
を

こ
と
ほ
い
で
い
る
。
季
語

初
日
か
げ
（
新
年
）。

本
訳
注
は
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
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に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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